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もり

業
ぎょう

の推進」による山の地方創生　～企業による森
も

林
り

づくり活動による地域の活性化～
国有林野事業の取組　九州における苗木の生産拡大に向けた支援
みどりの大使が行く！　木の温もりが伝わるウッドデザイン／連載最終回を迎えて

年頭所感　林野庁長官　小坂 善太郎3
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ウェブアンケートにご協力をお願いします！

人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌
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1
2026

No.226

読者のみなさまからの
ご感想
読者のみなさまからの
ご感想

情報誌「林野」では毎号アンケートを募集しています。
昨年いただいたご感想の中からいくつかをご紹介します。

1月
興味を持って拝読しました。皆さん国有
林はもとより国の樹木保護に心を配って
いることがこちらにも伝わってきました。

1月
森を育て守る森林環境譲与税の使い方や
行政サイドへの提案、また木を扱ったり木
質化に興味のある企業や個人事業主様へ
の認知向上にも役立つ内容だったと思い
ます。

4月
高校生が森林に対して極めて有効な活動を
行っていることに感動した。自分も木育マ
イスターを目指しており、原口くんのような
熱意をもって森林と向き合って行きたい。

4月
材木を使った建築、暖かみがありどこか
威厳も感じられ日本らしさを感じました。
見ごたえありの今号です。万博とても楽
しみです。

5月
CLT工法はとても魅力的です。すこし経費が
掛かるが秋田では能代の会社で施工してます
が日本ではこれからですね。

10月 セミナーについてオンラインでの参加を可能
にして頂くのは助かります。

●林野庁の取組みの理解が深まるクイズや4
コマ漫画等のコーナーがあっても良いかも
です。
●とても伝えたいことがたくさんあるのは分
かりますが、情報が多くて途中で読むのが
疲れてしまいます。

11月 サザエさん、面白いしとてもよく分かった。

ご意見

貴重なご意見ありがとうございます。
なるべく読みやすい誌面となるよう、引き続き取り組んでまいります。
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
岩
手

県
大
船
渡
市
を
始
め
各
地
で
発
生
し
た
大
規
模
な

林
野
火
災
や
８
月
上
旬
の
九
州
地
方
に
お
け
る
大

雨
な
ど
、
大
災
害
が
全
国
で
発
生
し
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
御
尽

力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
１
次
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
森
林
整
備
や
治
山

対
策
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ク
マ
被
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
決
定
さ
れ
た
「
ク
マ

被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
林
業
従
事

者
等
の
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
中

期
的
な
対
策
と
し
て
生
育
環
境
の
保
全
・
整
備
に

向
け
た
針
広
混
交
林
化
や
広
葉
樹
林
へ
の
誘
導
、

堅
果
類
の
豊
凶
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

先
人
の
努
力
に
よ
り
戦
後
造
成
さ
れ
て
き
た
人

工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超
え
、
利
用
可
能
な

資
源
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
確
立
し
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
近
年
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
と

い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
る

中
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
森
林
が
大
き
く
関
わ
っ
て

お
り
、
多
く
の
企
業
が
森
林
の
循
環
利
用
に
関
心

を
持
ち
協
力
し
た
い
と
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
も
追
い
風
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向

け
て
、
路
網
の
整
備
や
再
造
林
の
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
原
木
・
木
材

製
品
等
の
生
産
体
制
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
木
材
の
需
要
拡
大
、
多
様

な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
総
合
的
な
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
花
粉
症
対
策

に
つ
い
て
も
、
ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
に
お

け
る
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
な
ど
の
取
組

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
世
代
交
代
、

不
在
村
化
等
に
よ
り
森
林
経
営
へ
の
関
心
が
薄

れ
、
境
界
が
不
明
確
に
な
る
な
ど
の
課
題
に
対
処

し
、
森
林
の
健
全
な
管
理
・
経
営
を
確
保
す
べ

く
、
本
年
４
月
に
改
正
森
林
経
営
管
理
法
が
施
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
の

関
係
者
が
森
林
の
将
来
像
を
共
有
し
、
経
営
管
理

の
集
約
化
を
進
め
る
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
し
ま

し
た
。
市
町
村
、
森
林
所
有
者
、
森
林
組
合
、
事

業
者
等
が
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
地
域
の
森
林

を
将
来
に
わ
た
っ
て
誰
が
管
理
・
経
営
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
健
全

な
森
林
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

加
え
て
、
森
林
の
保
全
と
適
正
な
利
用
に
向

け
、
本
年
４
月
施
行
の
改
正
森
林
法
に
お
い
て
、

許
可
条
件
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
新
設
す
る
な

ど
、
林
地
開
発
許
可
制
度
の
実
効
性
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
の
「
外
国
人
の
受
入
れ
・

秩
序
あ
る
共
生
社
会
実
現
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
」
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
指
示
を
受
け
て
、

森
林
の
土
地
の
取
得
の
届
出
に
お
い
て
国
籍
を
把

握
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

森
林
の
循
環
利
用
に
欠
か
せ
な
い
国
産
材
の
需

要
拡
大
に
向
け
て
は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る

中
、
木
材
需
要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野

で
の
木
材
の
利
用
促
進
に
加
え
、
非
住
宅
・
中
高

層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
「
大

屋
根
リ
ン
グ
」
や
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
に
多
く
の
木

材
が
利
用
さ
れ
、
木
材
利
用
の
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
環
境
省
と

連
携
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・

公
表
制
度（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
）に
お
い
て
、
事
業
者
が

自
ら
の
排
出
量
の
算
定
に
、
木
材
利
用
等
に
よ
る

炭
素
蓄
積
変
化
量
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交

通
省
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
の
削
減
に
向
け
、
令
和
10
年
度
を
目
途

に
建
築
物
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
評
価
の
実
施
を
促
す
制

度
の
開
始
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
林

野
庁
も
木
材
の
省
Ｃ
Ｏ
２
効
果
が
評
価
さ
れ
る
べ

く
検
討
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、

特
に
企
業
の
社
屋
や
店
舗
な
ど
非
住
宅
分
野
で
の

木
材
利
用
を
進
め
る
べ
く
、
昨
年
10
月
か
ら
、
自

治
体
や
企
業
に
よ
る
木
材
利
用
の
促
進
と
そ
の
効

果
の「
見
え
る
化
」を
進
め
る
、「『
森
の
国
・
木
の

街
』づ
く
り
宣
言
」に
参
画
す
る
方
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
価
値
は
木
材
生
産
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
森
林
空
間
を
利
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
や
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
通

じ
て
つ
な
が
り
の
生
ま
れ
た
地
域
と
連
携
し
た
森

林
づ
く
り
活
動
等
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
林

野
庁
で
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
森
林
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
・
活
用
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
や
地
域
に
利

益
を
生
み
出
し
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
取
組
を「
森も

り
業ぎ
ょ
う」と
位
置
付
け
、
山
村
地
域
の
活

性
化
や
森
林
管
理
の
充
実
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。本

年
は
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
変
更
年
で

す
。
現
行
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
績
や
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
年

６
月
頃
を
目
途
に
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
す
べ

く
、
確
実
な
再
造
林
や
生
物
多
様
性
・
林
地
保
全

に
配
慮
し
た
森
林
整
備
、
木
材
の
価
値
を
最
大
化

す
る
流
通
・
加
工
、
都
市
等
に
お
け
る
木
材
利
用

の
拡
大
、
林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
可
能
性
や
コ

ス
ト
構
造
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
・
共
有
な
ど
を

主
な
論
点
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
課
題
の
先
に
は
大
い
に
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

未
来
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
基
本
計
画
と

な
る
よ
う
、
現
場
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
を
進
め
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆

様
が
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
末
永

く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
一
人
に
と
っ
て

実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小坂長官年頭所感
令和8年　
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１
．は
じ
め
に

我
が
国
の
人
工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超

え
、
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を
迎
え
る
中
、

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
国
土
保

全
、
温
暖
化
防
止
、
山
村
の
活
性
化
な
ど
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

木
材
を「
使
う
」こ
と
に
関
し
て
は
、
住
宅
市
場

の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
資
源
と
し
て
の
木
材
へ
の
注
目
の
高
ま
り
な

ど
を
背
景
に
、
住
宅
以
外
の
建
築
物
を
木
造
・
木

質
化
す
る
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

２
．�J
A
Ｓ
制
度
と

　

  

林
産
物
J
A
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
：Ｊａｐａｎｅｓｅ Ａｇｒ

ｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ

）
と
は
、「
日
本
農
林
規

格
等
に
関
す
る
法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）」に
基
づ
き
、

農
林
水
産
大
臣
が
、
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
、
品

質
や
生
産
工
程
等
の
基
準
と
そ
れ
ら
に
関
す
る
表

示
の
基
準
を
定
め
た
国
家
規
格
で
す
。

天
然
資
源
で
あ
る
農
林
水
産
物
は
、
品
質
の
ば

ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
生
産
・
販
売
な
ど

の
合
理
化
、
取
引
の
円
滑
化
、

一
般
消
費
者
の
合
理
的
な
選
択

の
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

規
格
の
対
象
品
目
を
製
造
す
る
事
業
者
は
、
国

が
認
め
た「
登
録
認
証
機
関
」か
ら
事
前
に
認
証
を

受
け
た
上
で
、
自
ら
が
生
産
し
た
製
品
が
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
規
格
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
し（「
格
付
」）、
当

該
製
品
に「
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」を
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

認
証
事
業
者
は
、
厳
し
い
品
質
管
理
基
準
を
満

た
し
た
工
程
に
よ
り
製
造
し
た
最
終
製
品
に
つ
い

て
格
付
検
査
を
行
っ
た
上
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と
し

て
出
荷
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
行
う
登
録
認
証
機
関

は
、
工
場
に
お
け
る
製
造
工
程
や
最
終
製
品
が
Ｊ

Ａ
Ｓ
の
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
厳
格
な
審
査
の
う
え
工
場
を
認
証
し
ま
す
。

認
証
を
与
え
た
後
も
、
毎
年
定
期
的
に
監
査
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
製
造
能
力
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

安全・安心な木造建築のために
～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

こ
こ
で
活
躍
す
る
の
が「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
」で
す
。

構
造
上
の
強
度
が
特
に
必
要
と
な
る
中
高
層
建

築
物
等
で
は
、
強
度
等
の
品
質
・
性
能
が
明
ら
か

な「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、
必
要

な
耐
震
性
や
耐
久
性
を
有
す
る
安
全
・
安
心
な
木

造
建
築
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
特
性
や
現
状

な
ど
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

供
給
拡
大
及
び
活
用
促
進
に
向
け
た
林
野
庁
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（株）大林組「Port Plus®」
写真： ㈱エスエス  走出 直道

㈲いろは堂「OYAKI FARM（外観）」
Photos：takeshi noguchi　設計監理：遠野未来建築事務所

㈲いろは堂「OYAKI FARM （内観）」
Photos：takeshi noguchi　設計監理：遠野未来建築事務所

JASマーク

HULIC（株）「HULIC &New GINZA 8」
写真：FOTOTECA 
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３
．�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
は
安
全
・

安
心
な
木
造
建
築
の
カ
ギ

（
１
）Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
種
類

木
材
製
品
の
う
ち
、
主
に
建
築
物
の
骨
格
と
し

て
活
用
さ
れ
る
も
の
は「
構
造
材
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

製
材
、
枠
組
工
法
構
造
用
製
材
（
２ツ

ー

×バ
イ

４フ
ォ
ー

材

等
）、
集
成
材
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）、
Ｌ
Ｖ

Ｌ（
単
板
積
層
材
）、
合
板
と
い
っ
た
、
木
材
製
品

ご
と
に
構
造
用
途
で
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

安全・安心な木造建築のために～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

No. 名  称
1 製材（JAS 1083）
2 枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法

構造用たて継ぎ材（JAS 0600）
3 集成材（JAS 1152）
4 直交集成板（JAS 3079）
5 単板積層材（JAS 0701）
6 構造用パネル（JAS 0360）
7 合板（JAS 0233）
8 フローリング（JAS 1073）
9 素材（JAS 1052）
10 接着重ね材（JAS 0006）
11 接着合せ材（JAS 0007）
12 接着たて継ぎ材（JAS 0015）
13 木質ペレット燃料（JAS 0030）

林
産
物
に
関
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
、
13
の
品
目
に
つ

い
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
物
に
使
わ
れ
る

木
材
の
ほ
か
、
丸
太
そ
の
も
の
や
燃
料
に
使
わ
れ

る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。

（
２
）Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
メ
リ
ッ
ト

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
強

度
の
確
実
性
、
②
寸
法
の
確
実
性
、
③
向
上
し
た

耐
久
性
、
④
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
量　
が

あ
げ
ら
れ
、
非
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と
明
確
に
区
別
さ
れ

ま
す
。

①
強
度
の
確
実
性

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
で
は
、
強
度
性
能
が
材
面
に
表

示
さ
れ
、
品
質
・
性
能
が
確
か
な
建
築
部
材
と
し

て
、
建
築
基
準
法
令
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

建
築
基
準
法
令
に
求
め
ら
れ
る
品
質
を
確
実
に
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
寸
法
の
確
実
性

寸
法
の
許
容
範
囲
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
に
お
い
て
厳
し
く
基
準
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
部
材
の
精
度
が
求
め

ら
れ
る
建
築
物
に
問
題
な
く
使
え
ま

す
。

③
向
上
し
た
耐
久
性

Ｊ
Ａ
Ｓ
に
則
っ
て
、
防
腐
、
防
蟻

な
ど
木
材
の
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
保
存
処
理
を
施
す
こ
と
で
、

屋
内
外
の
様
々
な
用
途
で
長
期
間
の

使
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

④
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
量

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
う
ち
接
着
剤
を

使
用
し
た
も
の
は
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
放
散
量
を
表
示
し
て
お
り
、
適

切
な
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

は
、
特
に
強
度
が
求
め
ら
れ
る
中
高

層
建
築
物
等
や
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

林産物JASの品目一覧（令和7年12月時点）

○JAS製材の基準強度

・非ＪＡＳ材よりも高い強度　・輸入材（ベイマツ）とも同等の強度

放
散
量
に
制
限
が
あ
る
屋
内
に
お
い
て
、
安
心
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
国
産
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
・
利

用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
林
業
・
木
材

産
業
活
性
化
や
森
林
の
適
正
な
管
理
を
通
じ
た
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
供
給
側

に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
際

に
顕
在
化
し
た
外
材
依
存
の
原
料
調
達
に
対
し

て
、
国
産
材
の
調
達
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
お
く
こ

と
で
リ
ス
ク
の
分
散
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。
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４
．�建
築
分
野
に
お
け
る
木
材

利
用
の
状
況

令
和
６
年
の
着
工
建
築
物
の
木
造
率
に
つ
い

て
、
用
途
別
・
階
層
別
に
み
る
と
、
低
層
住
宅
の

木
造
率
は
約
８
割
で
す
が
、
中
高
層
建
築
物
の
ほ

と
ん
ど
が
非
木
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
関
す
る
制
度

は
、
木
材
利
用
に
関
す
る
技
術
の
進
展
な
ど
に
応

じ
て
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
規
制
の
合

理
化
等
が
進
み
、
木
造
建
築
が
可
能
な
範
囲
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
木
材
を
構
造
部
材
等
に
使
用
し

た
10
階
建
て
を
超
え
る
先
導
的
な
高
層
建
築
や
構

造
部
材
の
木
材
を
現
し
で
用
い
た
大
規
模
な
中
層

建
築
物
の
例
も
出
て
き
て
お
り
、
着
工
し
た
中
高

層
木
造
建
築
物
の
床
面
積
は
、
概
ね
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
人
口
減
少
に
よ
り
長
期

的
に
減
少
し
て
い
く
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
新

た
な
木
材
需
要
先
と
し
て
中
高
層
建
築
物
等
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

５
．�J
A
Ｓ
構
造
材
の
現
状
と

課
題

（
１
）建
築
基
準
法
の
改
正（
４
号
特
例
の
縮
小
）

国
産
材
の
新
た
な
需
要
先
と
し
て
期
待
さ
れ
る

中
高
層
建
築
物
等
は
、
設
計
時
に
構
造
計
算
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
、
小
規
模
な
木
造
建
築
物
に
つ

い
て
も
、
令
和
７
年
４
月
の
改
正
建
築
基
準
法
の

施
行
に
伴
い
、
構
造
関
係
の
審
査
が
必
須
と
な
る

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

構
造
計
算
を
必
要
と
す
る
建
築
物
を
建
設
す
る

際
に
は
、
強
度
等
の
品
質
・
性
能
の
確
か
な
部
材

で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高

ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
２
）国
内
で
流
通
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
現
状

国
内
で
流
通
す
る
構
造
材
の
供
給
量
に
占
め
る

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
割
合（
格
付
率
）は
、
製
造
時
に
接

着
剤
を
使
用
す
る
集
成
材
、
合
板
及
び
Ｃ
Ｌ
Ｔ

は
、
接
着
剤
等
に
由
来
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

放
散
量
の
証
明
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
格
付

率
は
77
～
92
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
令
和
5

年
度
実
績
）。

他
方
、
製
材
の
格
付
率
は
12
％
で
あ
り
、
製
材

に
占
め
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
割
合
は
低
位
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
ニ
ー
ズ
の

増
加
や
中
高
層
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に

対
応
す
る
た
め
、
特
に
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供

給
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
高
層
建
築
物
等
で

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
活
用
す
る
建
設
事
業
者
の
す

そ
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
．�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
及
び

普
及
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

（
１
）Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
工
場
を
増
や
し
ま
す

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
供
給
拡
大
を
図
る
た
め
、
林
野

庁
で
は
、
製
材
等
の
工
場
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

取
得
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
の
製
造
に
必
要
な
乾
燥
機
な
ど
の
施
設

整
備
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
品
質
管
理
に
必
要
な
含
水
率
計

や
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の
測
定
機
器
類
の

導
入
や
人
材
育
成
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

着工した中高層木造建築物の床面積の推移

資料：国土交通省「建築着工統計」を基に林野庁作成。　注：新築のみ（増築及び改築を含まない）。
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６
．お
わ
り
に

安
全
・
安
心
な
木
造
建
築
物
に
欠
か
せ
な
い
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
は
、
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
活

用
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林
野
庁
で
は
、
今
後
の
中
高
層
等
建
築
物
へ
の

木
材
の
本
格
活
用
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
の
供
給
及
び
普
及
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　
各
関
係
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
認
証
工

場（
機
械
等
級
区
分
）の
数
は
、
令
和

元
年
度
末
の
85
工
場
か
ら
令
和
６
年

度
末
に
は
1
0
9
工
場
へ
増
加
し

ま
し
た
。

（
２
）�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
活
用
す
る
建

設
事
業
者
を
増
や
し
ま
す

林
野
庁
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造

材
実
証
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
活
用
宣
言
」
と
し
て
、
設
計

事
務
所
及
び
工
務
店
が
具
体
的
な
目

標
を
設
定
の
う
え
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の

（
３
）�Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
供
給
側
と
利
用
側
を
つ
な

ぎ
ま
す

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

に
向
け
、
林
野
庁
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
事
業
」
と
し
て
、
地
域
単
位
で

の
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
需
給

マ
ッ
チ
ン
グ
に
資
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、
需
要
者
側

（
工
務
店
等
）の
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
供
給
情

報
の
効
率
的
入
手
や
、
供
給
者
側（
製
材
工
場
等
）

の
課
題
で
あ
る
地
域
材
を
活
用
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

の
安
定
供
給
に
関
す
る
取
組
な
ど
、
６
箇
所
を
支

援
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
発
注
・
設
計
者

安全・安心な木造建築のために～ＪＡＳ構造材の普及に向けて～

利
用
率
向
上
を
宣
言
す
る
取
組
を
実
施
し
て
お

り
、
宣
言
事
業
者
数
は
累
計
で
2
︐1
6
0
者
に

上
り
ま
す（
令
和
６
年
度
末
時
点
）。　

こ
の
他
に
も
本
事
業
で
は
、
宣
言
事
業
者
の

う
ち
建
設
事
業
者
を
対
象
に
、
非
住
宅
を
中
心

と
す
る
建
築
物
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
利

用
実
証
を
支
援
し
て
お
り
、
実
証
物
件
数
は
累

計
で
1
︐1
2
3
件
に
上
り
ま
す
（
令
和
６
年
度

末
時
点
）。

ま
た
、
事
業
実
施
者
に
よ
る
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

を
活
用
し
て
建
設
し
た
建
築
物
の
完
成
見
学
会
や

木
造
建
築
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
に
か
か
る
取
組
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
は
、「
中
高
層
等
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
実
証
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
建
設
事

業
者
が
実
際
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
使
っ
て
中
高
層

建
築
物
等
を
建
築
す
る
実
証
の
取
組
を
支
援
す
る

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
小
規
模
工
場
と
の
連
携

に
よ
る
新
た
な
生
産
販
売
体
制
の
構
築
な
ど
が
進

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
の
「
買
い
た
い
」「
売
り
た
い
」
と

い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、（
一
社
）
全

国
木
材
組
合
連
合
会
は
、
木
材
関
係
情
報
共
有

サ
イ
ト「
も
り
ん
く（https://

m
olink.jp/

）」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
同
サ
イ
ト
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
工
場
の
検
索
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

工
場
が
製
造
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
の
種
類
、
樹
種
、
強
度

や
寸
法
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま

す
。

㈱マルオカ「あさまプレカット工場」
JAS構造材実証支援事業の取組事例（令和６年度実施）

上記事例の事業実
施者は、建物の木造
化・木質化を促進す
るためのセミナー等
にも取り組んでいる。

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

の
活
用
方
法
や
木
造
建
築
の
施
工
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
が
進
ん
で
お
り
、
建
設
事
業
者
か
ら

は
、
建
築
物
の
品
質
や
施
工
性
の
向
上
、
施
主
の

信
頼
獲
得
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
を
利
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
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　「令和７年度日本製材技術賞」の表彰式は、令和７年11月19日（水）、木材会館（東京都江東区新木場）７階大ホールに
おいて開催されました。
　農林水産大臣賞を受賞した岸田木材株式会社からは、「農林水産大臣賞を受賞し、大変光栄です。地元スギ材を「ひみ
里山杉」としてブランド化して利用拡大を進めてきており、今後も、地元材を活用した製材生産に取り組んでいく所存で
す」との謝辞が述べられました。

農林水産大臣賞
　岸田木材株式会社（富山県）
　平成19年からの、ロシアによる丸太輸出関税引上げを
契機に、ロシア材を中心とした製材から国産材の活用へ
と転換を推進。また、ボカ杉と呼ばれ、大径化が進む地
域材の利活用を目的とした「ひみ里山杉活用協議会」を平
成24年に立ち上げ、「ひみ里山杉」としてのブランド化や
利用拡大に貢献。

林野庁長官賞
　山下木材株式会社（岡山県）
　蒸気式乾燥機による高温短時間の木材乾燥により、色
艶を保ちつつ、内部割れの少ない商品を実現。
　株式会社さつまファインウッド（鹿児島県）
　天然乾燥工程を取り入れることで、人工乾燥期間を約
半分に短縮し、品質の安定化に加え、エネルギー消費の
抑制を実現。

❷ 表彰式の開催

特賞受賞者による記念撮影

農林水産大臣賞を受賞した岸田木材株式会社（左）

「令和７年度日本製材技術賞」
表彰式の開催

　日本製材技術賞は、品質・性能の確かな木材製品の供給への貢献が期待できる製材工場を顕彰する表彰制度で、令
和６年度に一般社団法人全国木材組合連合会が創設しました。
　２年目である今回は、151工場から応募があり、生産性や独自性、品質向上の取組、雇用環境の整備等、多岐にわた
る製材工場の取組内容が審査された結果、10工場が特賞を受賞し、40工場が奨励賞を受賞しました。
　このうち、農林水産大臣賞と林野庁長官賞の受賞者について、ご紹介します。

1
Topics

❶ 日本製材技術賞及び受賞者の概要

◆農林水産大臣賞
　岸田木材株式会社（富山県）

◆一般社団法人全国木材組合連合会会長賞
　株式会社ヤマムラ（山形県）
　株式会社滝川（愛知県）
　三河材流通加工事業協同組合（愛知県）
　株式会社三栄（兵庫県）

◆林野庁長官賞
　山下木材株式会社（岡山県）
　株式会社さつまファインウッド（鹿児島県）

◆審査委員会特別賞
　協同組合いわき材加工センター（福島県）
　ＮＩＳＭＯＣ株式会社（徳島県）
　株式会社サイプレス・スナダヤ（愛媛県）

受賞者一覧
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2
Topics

木で暮らしと社会を豊かにするモノ・コトを表彰
「ウッドデザイン賞2025」
最優秀賞等が決定！

2025年日本国際博覧会 大屋根リング

エバーフィールド木材加工場

オートバックス
四国中央店

ユニゲート／ユニゲートS
（ウッドタイプ）広島県産ヒ
ノキ材によるプロトタイプ

みえ森林・林業
アカデミー棟 Fat Wood Byobu /

肥松の屏風

ヤマト本社ビルA棟・B棟

美郷町カヌー艇庫 カヌーパークみさと カヌーレIMAI

最優秀賞

優秀賞（林野庁長官賞） 日本の技・文化特別賞
（日本ウッドデザイン協会会長賞）

農林水産大臣賞

環境大臣賞 　ライフスタイルデザイン部門　　ライフスタイルデザイン部門　

　ライフスタイルデザイン部門　　ライフスタイルデザイン部門　

　ライフスタイルデザイン部門　

　ライフスタイルデザイン部門　

経済産業大臣賞

国土交通大臣賞

　ソーシャルデザイン部門　

　第11回目となるウッドデザイン賞2025では全国各
地から327点の応募があり、206点が「ウッドデザイ
ン賞」を受賞しました。さらに、受賞作品の中から、最優秀賞等上位賞が選ばれ、
12月10日（水）の表彰式では、根本農林水産副大臣から最優秀賞(農林水産大臣
賞)が授与されました。　

公益社団法人2025年日本国際博覧会協会（大阪府）／藤本壮介（東
京都）／株式会社大林組（東京都）／清水建設株式会社（東京都）／株
式会社竹中工務店（大阪府）／東畑・梓設計共同企業体

小川次郎／アトリエ・シムサ＋小林靖／kittan studio＋池田聖太
/3916architecture（東京都）／ 株式会社エバーフィールド（熊本県）
／ 株式会社山田憲明構造設計事務所（東京都）／ 小国町森林組合 （熊
本県）／株式会社興和産業（熊本県）／ ランバー宮崎協同組合（宮崎県）

株式会社熊平製作所（広島県）
三重県(三重県)ほか

株式会社藤致滋建築設計（福岡県）

日建設計・鹿島建設設計共同体（東京都）／鹿島建設株式会社（東京
都）

株式会社STUDIO YY（東京都）／島根県美郷町(島根県) ／株式会
社山田憲明構造設計事務所(東京都)

　内周直径約 616m、円周
約2kmにわたる圧倒的なス
ケールの世界最大の木造建築
物として、ギネス記録に認
定。日本の伝統的な貫接合を
採用し、「つくりやすく・解
体しやすく・リユースしやす
い」架構形式とした、環境負
荷を低減する循環型建築。　

　熊本県産の小国杉を使い
材長４ｍ以下の小中径製材
が互いにもたれかかるよう
に支え合う「木造レシプロ
カル構造」により、新しい
木造無柱空間を実現。

　床・天井のレベルが段
階的に変化する木質の段
床空間と、場所ごとに用
途 が 変 わ る 木 質 の 造 作
家具を組み合わせること
で、多様な働き方に応じ
た様々なバリエーション
の居場所を創出。

　バリ島マス村との長年の
友好関係を背景に、バリ様
式を取り入れた独自の建築
デザインが採用されたカ
ヌー艇庫。美郷町の観光拠
点として自然公園への来訪
促進に貢献するほか、木造
建築の認知向上にも寄与。

その他の受賞作品及びそれらの詳細については、下のURLをご覧ください。
▶https://www.wooddesign.jp/ をはじめ3作品

をはじめ9作品

　ハートフルデザイン部門　

三井ホーム株式会社（東京都）ほか
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3
Topics

令
和
８
年
度
予
算
概
算
決
定
及
び

令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
概
要

令
和
８
年
度
林
野
庁
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
と
合
わ
せ
て
、
総
額
4
︐5
3
2
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
に
、
林
野
公
共
関
係
予
算
は
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
1
︐

8
9
9
億
円
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
8
6
3
億
円
、
路
網
の

整
備
・
機
能
強
化
対
策（
非
公
共
）で
52
億
円
を
措
置
し
、
総
額
2
︐

8
1
4
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
等
に
貢
献
す
る「
森
の
国
・
木
の
街
」

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
花
粉
発
生
量
の
削
減
に
も
資
す
る
よ
う
、

Ｄ
Ｘ
の
導
入
等
を
図
り
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
政
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

〈
森
林
集
約
・
循
環
成
長
対
策
〉

�

【
８
当
初
：
80
億
円
、
７
補
正
：
1
2
4
億
円
】

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
取
り
組
む
経
営
体
へ
の
森
林
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
る
た
め
、
国
有
林
と
も
連
携
し
た
関
係
者
に
よ
る
地

域
の
森
林
の
将
来
像
の
作
成
・
共
有
、
境
界
確
定
、
デ
ジ
タ
ル
森
林

12
月
26
日
に
閣
議
決
定
し
た
令
和
８
年
度
当
初

予
算
、
12
月
16
日
に
成
立
し
た
令
和
７
年
度
補

正
予
算
の
中
か
ら
主
な
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

情
報
の
共
有
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強

化
、
搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
、
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
等
の
安
定
供
給
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実
装
に
向
け
た
先
進

的
な
林
業
機
械
の
導
入
、
森
林
病
害
虫
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
や
木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
等
を

支
援
し
ま
す
。

〈
木
材
等
の
付
加
価
値
向
上
・
需
要
拡
大
対
策
〉

�

【
８
当
初
：
15
億
円
、
７
補
正
：
33
億
円
】

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）排
出
削
減
効
果
の「
見
え
る
化
」

や
、
合
理
的
な
木
材
価
格
の
形
成
の
促
進
、
木
材
産
業
の
人
材
確
保

に
向
け
た
取
組
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
輸
出
や
合

法
伐
採
木
材
の
利
用
の
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
「
地

域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
、
特
用
林
産
物
の
競
争
力
強
化
等
を

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
な
森
林
管
理
に
向
け
、
森
林
空
間

利
用
や
企
業
の
森
林
づ
く
り
活
動
等
、
森
林
の
様
々
な
価
値
や
機
能

の
総
合
的
な
利
活
用
を
図
る「
森も

り
業ぎ
ょ
う

」を
推
進
し
ま
す
。

〈
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策
〉

�

【
８
当
初
：
46
億
円
、
７
補
正
：
21
億
円
】

「
緑
の
雇
用
」事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ
の
体
系
的
な
研
修
、
林

業
大
学
校
で
学
ぶ
就
業
前
の
者
へ
の
給
付
金
給
付
、
高
校
生
の
林
業

体
験
学
習
や
女
性
の
活
躍
促
進
、
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
、
林
業

経
営
体
の
安
全
診
断
な
ど
の
労
働
安
全
対
策
等
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。

〈
ス
マ
ー
ト
林
業
・
Ｄ
Ｘ
推
進
総
合
対
策
〉

�

【
８
当
初
：
３
億
円
、
７
補
正
：
７
億
円
】

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
技
術
や
森
林
内
の
通
信
技

術
・
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
実
証
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
を
活
用

す
る
新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム
や
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
戦
略
拠
点
の
構
築
等
を
支
援
し
ま
す
。

〈
森
林
・
山
村
地
域
活
性
化
振
興
対
策
〉

�

【
８
当
初
：
10
億
円
】

森
業
の
振
興
な
ど
を
通
じ
た
山
村
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
里
山

林
の
整
備
・
活
用
に
取
り
組
む
組
織
の
確
保
・
育
成
、
里
山
林
を
活

用
し
収
入
を
得
る「
半
林
半
Ｘ
」を
含
め
た
活
動
の
実
践
を
支
援
し
ま

す
。ス

ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び

労
働
力
の
確
保
、
花
粉
飛
散
量
の
予
測
・
飛
散
防
止
、
ス
ギ
花
粉
米

の
実
用
化
に
向
け
た
安
全
性
・
有
効
性
の
検
証
の
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

【
８
当
初
：
1
5
4
億
円
、
７
補
正（
林
業
・
木
材

　
産
業
国
際
競
争
力
強
化
総
合
対
策
）：
4
5
0
億
円
】

花
粉
症
解
決
に
向
け
た
総
合
対
策

【
７
補
正
：
56
億
円
、
林
業
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力

強
化
総
合
対
策
4
5
0
億
円
の
内
数
】

一
部
公
共
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能
登
半
島
に
お
け
る
複
合
災
害
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
短
期
間
で

よ
り
多
く
の
箇
所
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
応
急
対
策
の
強
化
や
施

工
性
の
高
い
工
種
・
工
法
の
導
入
促
進
な
ど
、
国
土
強
靱
化
に
向
け

た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
や
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
、
林
野
火
災

対
策
、
ク
マ
・
シ
カ
等
対
策
、
森
林
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
た
間

伐
、
主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
、
花
粉

発
生
源
対
策
と
し
て
の
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
や
路
網
の
整

備
等
を
推
進
し
ま
す
。

被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
、
治
山
施
設
、
林
道
施
設
、
漁
港

施
設
等
の
速
や
か
な
復
旧
等
を
実
施
・
支
援
し
ま
す
。

治
山
事
業

【
８
当
初
：
6
2
8
億
円
、
７
補
正
：
3
4
0
億
円
】

公
共

森
林
整
備
事
業

【
８
当
初
：
1
︐2
7
1
億
円
、
７
補
正
：
5
2
3
億
円
】

公
共

令和８年度　林野庁関係予算の概要

区　　分 令和7年度予算額 令和8年度概算決定額 令和7年度補正予算額

公 共 事 業 費
（対前年度比）

億円

1,973
億円

1,992
101.0%

億円

1,155

一般公共事業費
（対前年度比）

1,880 1,899
101.0%

863

治山事業費
（対前年度比）

625 628
100.5%

340

森林整備事業費
（対前年度比）

1,256 1,271
101.2%

523

災害復旧等事業費
（対前年度比）

93 93
100.0%

293

非 公 共 事 業 費
（対前年度比）

1,095 1,120
102.3%

264

合　　　　計
（対前年度比）

3,068 3,112
101.4%

1,419

（注）	 1　林野公共関係予算の総合計は2,814億円
	 　・林野公共事業（令和８年度概算決定）：1,899億円
	 　・林野公共事業（令和７年度補正予算）：863億円
	 　・路網の整備・機能強化対策（非公共（令和８年度概算決定・令和７年度補正予算））：52億円
	 2　上記のほか、農山漁村地域整備交付金に、林野関係事業を措置している。
	 3　金額は、関係ベース。
	 4　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

災
害
復
旧
等
事
業

�

【
８
当
初
：
1
8
0
億
円
の
内
数
、

�

７
補
正
：
8
9
6
億
円
の
内
数
】

公
共
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4
Topics

「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
30
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
30
）」の
結
果
に
つ
い
て

１
．は
じ
め
に

ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
レ
ン
に
お
い
て
「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
30
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
30
）」

及
び
関
連
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
C
O
P
が

「
ア
マ
ゾ
ン
の
玄
関
口
」ベ
レ
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、「
森
林
」へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
林

野
庁
か
ら
は
次
長
以
下
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

C
O
P
30
で
は
、
議
長
国
ブ
ラ
ジ
ル
が
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の「
ム
チ
ラ
オ（
共
同
作
業
、
協
働
、
共
に

働
く
）」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
交
渉
中
心
の
時
代

か
ら
実
施
中
心
の
時
代
へ
の
移
行
」
と
し
て
パ
リ

協
定
の
実
施
の
加
速
と
国
際
協
力
の
進
展
に
関
す

る
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
気
候
変
動
緩
和
や
資
金
等

の
締
約
国
間
で
特
に
関
心
の
高
い
事
項
を
横
断
的

2
0
2
5
年
11
月
10
日
（
月
）
か
ら
11

月
22
日
（
土
）
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ

レ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
30
回
締
約
国
会

議（
C
O
P
30
）」及
び
関
連
会
合
等
の

結
果
、
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
森
林

関
連
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

に
取
り
ま
と
め
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ム
チ
ラ
オ
決

定
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
緩
和
作
業
計

画
」
の
交
渉
に
お
い
て
は
、
森
林
に
関
す
る
事
項

が
議
論
さ
れ
、
採
択
文
書
に
森
林
の
重
要
性
が
明

記
さ
れ
ま
し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ム
チ
ラ
オ
決

定
」
と
各
主
要
議
題
の
決
定
を
ま
と
め
て
「
ベ
レ

ン
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

２
．�C
O
P
30
及
び
関
連
会
合
等

の
結
果

「
ア
マ
ゾ
ン
の
玄
関
口
」で
の
開
催
と
い
う
こ
と

か
ら
、
C
O
P
30
で
は
必
然
的
に「
森
林
」へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
交
渉
議
題
や
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
等
に
お
い
て
も
、
森
林
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

（
1
）森
林
関
連
の
交
渉
議
題

ア　
緩
和
作
業
計
画

「
緩
和
作
業
計
画
」
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
・
吸
収
促
進
の
強
化
を

目
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
年
２
回
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
対
話
※ 

」を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
話
の

テ
ー
マ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
が
議
論
の
中
心
で
し
た
が
、

2
0
2
5
年
５
月
に
は
、
C
O
P
30
の
ブ
ラ
ジ

ル
開
催
も
念
頭
に「
森
林
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

C
O
P
30
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
対
話
の
成
果

や
2
0
2
6
年
以
降
の
緩
和
議
題
の
継
続
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
決
定
文
書
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
対
話
の
成
果
と
し
て
、
森
林
が
吸
収

源
・
炭
素
貯
蔵
庫
と
し
て
果
た
す
重
要
な
役
割
に

加
え
、
気
候
変
動
対
策
と
生
物
多
様
性
保
全
と
の

相
乗
効
果
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
重
要
性
等

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

イ　
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム（
パ
リ
協
定
第
６
条
）

パ
リ
協
定
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
締
約
国
が

協
力
し
て
対
策
を
実
施
し
、
得
ら
れ
た
追
加
的
な

排
出
削
減
等
の
成
果
を
国
際
移
転
し
、
協
力
し
た

国
や
企
業
等
で
分
配
・
移
転
で
き
る
仕
組
で
す
。

2
0
2
4
年
の
C
O
P
29
で
は
、
積
み
残
し
と

な
っ
て
い
た
パ
リ
協
定
第
６
条
の
運
用
ル
ー
ル
が

決
定
し
、「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
」の
完
全
運
用
化
が

実
現
し
ま
し
た
。
C
O
P
30
で
は
、
各
国
の
実
施

状
況
や
審
査
手
続
き
等
を
中
心
に
議
論
が
さ
れ
、

経
験
共
有
の
た
め
に
非
公
式
対
話
の
開
催
が
決
定

し
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
交
渉
以
外
の
場
に
お
い
て
も
、
パ

リ
協
定
第
６
条
２
項
に
基
づ
く
森
林
分
野
の
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（
J
C
M
）の
推
進
に
向
け
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

ウ　
そ
の
他

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ム
チ
ラ
オ
決
定
」は
、
自
然
及

び
生
態
系
の
保
全
・
保
護
・
回
復
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
、
パ
リ
協
定
５
条
に
従
い
2
0
3
0
年

ま
で
に
森
林
の
減
少
・
劣
化
を
停
止
・
好
転
さ
せ

る
取
組
の
強
化
等
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
議
長
国
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
森
林
の
減
少
・
劣

化
を
停
止
・
好
転
さ
せ
る
た
め
の
「
森
林
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」を
作
成
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

（
２
）�新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
森
林
関
連
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ

C
O
P
30
で
は
交
渉
以
外
で
も
、
気
候
変
動
対

策
に
関
す
る
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
我
が
国
は
、
木
材
等
を
活
用
し
て
既

※グローバル対話：�気候変動の緩和に関する各国の知見や課題を共有する対話。年に2回開催され、
2025年５月に「森林」をテーマに開催。林野庁からも知見を共有。

ライトアップされた会場
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 ３
．�サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
‒
森
林
に
関

す
る
我
が
国
の
情
報
発
信
‒

国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
U
N
F
F
）
が
設
置

し
た
フ
ォ
レ
ス
ト
・
パ
ビ
リ
オ
ン
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
お
け
る
谷
村
林
野
庁
次
長
の
ス

ピ
ー
チ
を
は
じ
め
、
林
野
庁
か
ら
の
参
加
者
が
８

件
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
登
壇
し
、
持
続
可
能

な
森
林
経
営
と
木
材
利
用
を
通
じ
た
森
林
吸
収
源

対
策
に
関
す
る
林
野
庁
の
政
策
や
取
組
を
積
極
的

存
建
築
物
の
長
寿
命
化
等
を
推
進
す
る
「
責
任
あ

る
木
造
建
築
の
原
則
」、
山
火
事
リ
ス
ク
の
軽
減

と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の
取
組
を
推
進
す
る
「
統

合
的
火
災
管
理
及
び
山
火
事
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関

す
る
行
動
要
請
」
に
賛
同
し
ま
し
た
。
ま
た
、
熱

帯
林
等
の
保
全
の
た
め
の
新
た
な
基
金
「
ト
ロ
ピ

カ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー（
T
F
F
F
）」の
立
ち
上
げ
に
も
賛
同

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
気
候
変
動
対
策
に
お
け
る
森
林
の

役
割
が
決
定
文
書
に
お
い
て
再
確
認
さ
れ
た
こ
と

や
、
森
林
関
連
の
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の「
ア
マ
ゾ
ン
」で
開

催
さ
れ
た
会
議
の
成
果
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

に
発
信
し
ま
し
た
。
特
に
、
都
市
等
に
お
け
る

「
第
2
の
森も

林り

づ
く
り
」、
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

や
木
材
製
品
の
炭
素
貯
蔵
効
果
、
ス
マ
ー
ト
林

業
等
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
通
じ
、
多
く
の

参
加
者
と
議
論
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

決議採決

責任ある木造
建築の原則

統合的火災管理及び
山火事レジリエンス
に関する行動要請

TFFF

4
．お
わ
り
に

C
O
P
30
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ム
チ
ラ
オ

決
定
」
や
「
緩
和
作
業
計
画
」
に
お
け
る
森
林
減

少
・
劣
化
対
策
の
重
要
性
の
再
認
識
、「
責
任
あ

る
木
造
建
築
の
原
則
」や「
統
合
的
火
災
管
理
及
び

山
火
事
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
す
る
行
動
要
請
」、

「
T
F
F
F
」を
含
め
た
森
林
関
係
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、「
森
林
」が
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
交
渉
や
国
際
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
議
論
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
森
林
経

営
と
木
材
利
用
の
促
進
を
通
じ
た
森
林
吸
収
源
対

策
に
つ
い
て
積
極
的
な
発
信
を
行
い
、
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

C
O
P
31
は
ト
ル
コ
で
開
催
（
議
長
国
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
さ
れ
、
C
O
P
30
の
議
長
国
ブ
ラ

ジ
ル
に
よ
る「
森
林
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
関
す
る
報

告
な
ど
、
森
林
分
野
の
取
組

に
関
す
る
議
論
や
実
施
の
推

進
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
林
野

庁
と
し
て
は
、
国
内
で
の
森

林
吸
収
源
対
策
の
推
進
、
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
森
林
分
野

の
J
C
M
の
実
施
、
多
様
な

ア
ク
タ
ー
と
連
携
し
た
森
林

関
連
の
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
気
候
変
動
対
策
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

谷村林野庁次長によるスピーチ

フォレスト・パビリオンでの意見交換

ジャパン・パビリオンでの情報発信
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～
企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
活
動
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
～

シ
リ
ー
ズ　

 「
森も

り

業ぎ
ょ
う

の
推
進
」に
よ
る
山
の
地
方
創
生

は
じ
め
に

今
月
号
で
は
、
令
和
７
年
11
月
号
に
引
き
続

き
、
森
業
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
企
業
に
よ

る
森も

林り

づ
く
り
活
動
を
取
り
上
げ
ま
す
。

近
年
、
企
業
等
に
お
い
て
、
S
D
G
s
や

2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
、
生
物
多
様
性
保

全
、
社
員
のW

ell-being

等
へ
の
対
応
と
し
て

森
林
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
森も

林り

づ
く
り
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
お
い
て
、
気
候
変
動
に
加
え
生

物
多
様
性
の
損
失
、
自
然
資
本
の
劣
化
が
事
業
の

継
続
性
を
損
な
う
リ
ス
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
生
物
多
様
性
保
全
を
含
む
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
取
組
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
活
動
の

実
施
箇
所
数
は
、
令
和
６
年
度
に
は
全
国
で
2
︐

0
0
0
か
所
超
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
林
野
庁
で
は
、

企
業
が
、
顧
客
や
地
域
住
民
、
N
P
O
等
と
の
協

働
や
、
募
金
等
に
よ
る
支
援
、
自
社
有
林
の
活
用

等
を
通
じ
て
、
植
樹
や
間
伐
等
の
森も

林り

づ
く
り
に

関
わ
る
活
動
を「
企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
」と
し

て
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
活
動

広
島
県
東
広
島
市
で
は
、
森
林
の
も
つ
公
益
的

機
能
の
向
上
や
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
出
を
目

的
と
し
て
、
企
業
と
連
携
し
た
森も

林り

づ
く
り
（
企

業
の
森
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
東
広
島
市
を
立

会
人
と
し
て
、
企
業
等
・
森
林
所
有
者
・
森
林
組

合
の
3
者
で
協
定
を
締
結
す
る
「
東
広
島
市
森も

林り

づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」
制
度
を
活
用
し
、
現

在
、
９
者
が
植
樹
、
下
刈
り
、
間
伐
、
歩
道
整
備

な
ど
の
森も

林り

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
A
N
A
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式

会
社
は
、
東
広
島
市
内
の
社
有
林（
約
1
3
3
ha
）

を
活
用
し
、
自
社
の
社
員
等
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り

活
動
だ
け
で
な
く
、「
企
業
の
森
」
区
画
（
5
ha
）

を
設
け
、
他
企
業
へ
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
８
月
に
は
「
企

業
の
森
」
提
供
第
１
号
と
し
て
「
株
式
会
社
そ
ご

う
・
西
武 

そ
ご
う
広
島
店
」と
10
年
間
の
協
定
を

締
結
し
、
同
11
月
に
は
、「
そ
ご
う
の
森
」（
1
・

0
ha
）
で
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
植
樹

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
７
年
12
月
に
は
「
企
業
の
森
」

提
供
第
２
号
と
し
て
「
土
井
木

工
株
式
会
社
」
と
協
定
を
締
結

し
、「
D
O
I  

F
o
r
e
s
t
」

（
1
・
0
ha
）
に
お
い
て
、
毎
年

0
・
1
ha
の
森
林
整
備
を
実
施

し
、
伐
採
し
た
広
葉
樹
を
家
具

用
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で

森
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く

取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
A
N
A
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
で
は
、

東
広
島
市
・
マ
ツ
ダ
株
式
会

社
・
株
式
会
社
博
報
堂
で
設
立

し
た
「
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
工
学
研

究
所
」
が
行
う
地
域
活
性
化
事
業

企業による森
も

林
り

づくり活動の実施箇所数の推移

「企業の森」の仕組み
－東広島市森

も
林
り

づくり
パートナー協定－

東広島市内の企業の森一覧

文文字字数数等等目目安安：：１１２２００００～～１１６６００００文文字字、、６６～～８８枚枚のの図図表表・・写写真真  

- 2 - 

 

 
「「企企業業のの森森」」のの仕仕組組みみ  

－－東東広広島島市市 森森林林
も り

づづくくりりパパーートトナナーー協協定定－－  
 
 
東東広広島島市市内内のの企企業業のの森森一一覧覧  

 

1
広広島島セセブブンンのの森森

【（一財）セブン-イレブン記念財団　（東京都）】

八本松町吉川

【吉川財産区】
1 5 H2 5

植栽・下刈・間伐・

遊歩道整備

2
広広島島NN uudd gg eeのの森森

【ナッジ(株)　（東京都）】

河内町入野

【入野財産区】
3 R4 植栽・下刈

3
WW eebb aa sstt ooのの森森

【べバストジャパン(株)　（広島県）】

西条町田口

【田口生産森林組合】
5 R5 植栽・下刈

4
AANN AAフファァシシリリテティィーーズズのの森森林林づづくく りり（（ AANN AAFFoorr eesstt ））

【ANAファシリティーズ(株)　（東京都）】

福富町久芳

【ANAファシリティーズ(株)】
1 3 3 .8 R5

植栽・下刈・伐採・

他企業の支援

5
広広島島大大学学のの森森

【国立大学法人広島大学　（広島県）】

東広島市鏡山

【広島大学】
2 4 9 R5 植栽・下刈

6
かかんんほほききょょううのの森森

【（一財）広島県環境保健協会　（広島県）】

福富町上竹仁

【竹仁財産区、東広島市】
3 0 .3 R6

森林整備・

生き物調査

7
そそごごううのの森森

【(株)そごう・西武　そごう広島店　（広島県）】

福富町久芳

【ANAファシリティーズ(株)】
1 R6 植栽・下刈

8
ママイイククロロンンのの森森

【マイクロンメモリジャパン(株)　（広島県）】

八本松町吉川

【吉川財産区】
1 2 R6 下刈・除伐

9
DD OOII   FFoorr eesstt

【土井木工(株)　（広島県）】

福富町久芳

【ANAファシリティーズ(株)】
1 R7

植栽・下刈・

資源利用

9 件 4 5 0 .1 ha

企企業業のの森森名名

【【 企企業業団団体体（（ 所所在在地地）） 】】
NN oo ..

主主なな活活動動内内

容容

開開始始

年年度度

所所在在

面面積積

(( hhaa ))

対対象象地地

【【 土土地地所所有有者者】】
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「
み
ら
い
の
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
も
社
有
林
の

一
部
を
提
供
し
て
お
り
、
同
社
有
林
は
里
山
の
再

生
や
森
で
の
学
び
や
遊
び
を
通
じ
た
地
域
内
外
の

交
流
を
図
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
が
、
他
企
業
や
地
域
に
自

社
有
林
を
活
用
し
て
も
ら
う
動
き
も
出
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

企
業
と
森
を
つ
な
ぐ
「
森
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

企
業
等
が
森も

林り

づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
の
包
括
的
な
相
談
窓
口
と
な
っ
て
く
れ
る
の

が
、「
森
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」で
す
。
企

業
等
が
森も

林り

づ
く
り
活
動
を
行
う
場
所
の
確
保
か

ら
活
動
方
法
の
指
導
、
活
動
内
容
へ
の
助
言
、
協

働
の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
、
広
範
な
サ
ポ
ー

▶https://www.morinavi.com/

「みらいの里山プロジェクト」の活動

企業等の森
も

林
り

づくりをサポート

ト
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
で「
森
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と

し
て
活
動
す
る
公
益
社
団
法
人
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
協
会
で
は
、
府
民
参
加
で
森
林
を
守
り
育

て
る
た
め
に
、
地
域
の
森
林
と
府
民
・
企
業
等
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
担
い
、
活
動
場
所
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
企
業
等
の
森も

林り

づ
く

り
活
動
を
直
接
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

50
の
企
業
等
の
森も

林り

づ
く
り
活
動
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
き
て
お
り
、
現
在
も
29
の
企
業
等
が
、
地
域

や
市
町
村
の
協
力
を
得
な
が
ら
森も

林り

づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の
大
切
さ
を
広

く
伝
え
る
啓
発
活
動
や
、
募
金
・
寄
付
に
よ
る
森

を
守
る
取
組
、
子
ど
も
た
ち
の
森も

林り

づ
く
り
体
験

を
通
じ
た
人
材
育
成
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

１
月
29
日（
木
）に
は
、
木
材
会
館（
東
京
都
江

東
区
）
に
お
い
て
、「
企
業
と
森
の
マ
ッ
チ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
予
定
で
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
自
然
資
本
経
営
や
企
業
の
環
境
貢
献
活
動
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て

ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
森
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提

供
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
活
動
は
、
森
林
の

様
々
な
機
能
の
発
揮
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性

化
や
自
社
の
経
営
課
題
解
決
、
企
業
価
値
向
上
な

ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
企
業
等
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森も

林り

づ
く
り
を
は
じ
め
た
い
企
業
等
の
た
め
の
情

報
サ
イ
ト「
森
ナ
ビ
・
ネ
ッ
ト
」で
は
、
相
談
窓
口

と
な
る「
森
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」や
都
道

府
県
別
の
相
談
窓
口
、
事
例
報
告
等
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
運
営
事

務
局
：（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

次
回
は
、
森
林
関
連
分
野
の
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

林
野
庁
で
は
、「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」及
び

「
花
粉
症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
基

づ
く
花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、

令
和
15
年
度
ま
で
に
、
ス
ギ
苗
木
全
体
の
年
間

生
産
に
占
め
る
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
※1

の

割
合
を
、
９
割
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
６
年
度
に
植
栽

さ
れ
た
ス
ギ
苗
木
2
0
4
万
本
の
う
ち
、
花
粉
の

少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
使
用
実
績
は
1
7
3
万
本

と
、
85
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
の
主

伐
面
積
の
増
加
に
伴
い
、
九
州
全
体
で
苗
木
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
苗
木
の
〝
も

と
〟
と
な
る
穂
木
※2

の
採
取
が
可
能
な
母
樹
※3

が
足
り
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

九
州
森
林
管
理
局
で
実
施
し
て
い
る
花
粉
の
少
な

い
ス
ギ
苗
木
を
は
じ
め
と
し
た
苗
木
の
生
産
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

九
州
に
お
け
る
苗
木
の

生
産
拡
大
に
向
け
た
支
援九

州
森
林
管
理
局

福岡県

佐賀県

長崎県

鹿児島県

大島

徳之島

対馬

五島列島

種子島

屋久島

熊本県

大分県

●

沖縄県

西表島

国有林

九州森林管理局

宮崎県

　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在する森林
の約２割（約53万ha）に相当する国有林の管理経営を
担っており、温暖湿潤な気候により多様な森林が広が
り、スギやヒノキの人工林が多いのが特徴です。
　また、九州山地や屋久島などには原生的な森林が残
り、ヤクシカや希少植物など多様な生物の生息地とし
て、生物多様性保全に配慮しつつ、地域資源活用を目
的とした間伐や再造林など、持続可能な管理が進めら
れています。

熊本県熊本市西区京町本丁２番７号

419万ha
うち森林面積　　　277万ha
うち国有林面積　 53万ha

８県（福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島
県、沖縄県）

所在地

区域面積

関係自治体

管内概要

※１　花粉の少ない苗木
林木育種センター、都道府県等の指導の
下に設定・改良された採種園、採穂園、
採種木又は採穂木から採取された、花
粉の少ない品種（無花粉品種、少花粉品
種、低花粉品種及び特定母樹）の種穂か
ら育成された苗木。

令和2年度

6,586ha

令和3年度

6,828ha

令和4年度

7,470ha

令和5年度

7,614ha

（国有林及び民有林を含む）
3年間で約15％増

九州における植付面積の推移

九
州
全
体
で
苗
木
が
不
足
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花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
特
定
苗
木
の

生
産
拡
大
に
向
け
た
主
な
取
組

（
１
）国
有
林
に
お
け
る「
指
定
採
取
源
」の
造
成

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
成
長
に
優
れ
、
花
粉

の
少
な
い
品
種
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
認
定
さ

れ
た
特
定
母
樹
の
ス
ギ
苗
木
（
ス
ギ
特
定
苗
木
）

を
、
平
成
28
年
度
に
熊
本
県
人
吉
市
の
国
有
林

（
低
コ
ス
ト
造
林
実
証
団
地
内
）に
植
栽
し
、
大
学

等
と
連
携
し
て
試
験
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
は
、
穂
木
を
採
る
こ
と
が
可
能

な
大
き
さ
に
植
栽
木
が
成
長
し
、
熊
本
県
の
「
指

定
採
取
源
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
ス
ギ

特
定
苗
木
に
よ
る
造
林
地
の
採
取
源
指
定
と
し
て

は
、
全
国
の
国
有
林
で
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）�ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
需
給
に
向
け
た
苗
木

生
産
者
と
の
連
携

国
有
林
が
指
定
採
取
源
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
局
は
、
令
和
６
年
11
月
に
、
ス
ギ
特
定

苗
木
の
増
産
意
欲
の
あ
る
苗
木
生
産
者
３
者
と

「
ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
需
給
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。
本
協
定
は
、
ス
ギ
特
定
苗
木
の
増
産
に
必

要
な
穂
木
を
指
定
採
取
源
か
ら
提
供
す
る
こ
と

で
、
ス
ギ
特
定
苗
木
の
安
定
的
な
確
保
と
九
州
各

地
に
お
け
る
生
産
拡
大
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
協
定
締
結
者
で
あ
る
苗
木
生
産

者
が
、
国
有
林
内
の
指
定
採
取
源
の
穂
木
を
採

取
・
購
入
し
、
そ
の
穂
木
か
ら
特
定
苗
木
を
生

産
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
苗
木

は
、
局
管
内
の
造
林
地
等
に
植
え
付
け
る
苗
木
と

し
て
、
森
林
管
理
署
等
と
契
約
し
た
造
林
事
業
の

請
負
事
業
体
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
協
定
に
よ
り
国
有
林
が
特
定
母
樹
の
穂
木
の

安
定
的
な
供
給
源
と
な
る
こ
と
で
、
ス
ギ
特
定
苗

木
の
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

低
コ
ス
ト
造
林
に
向
け
た

苗
木
生
産
体
制
強
化
の
推
進

通
常
の
苗
木
よ
り
大
き
な
中
苗
と
呼
ば
れ
る
ス

ギ
苗
木
を
用
い
る
と
、
下
刈
コ
ス
ト
の
削
減
や
シ

カ
被
害
対
策
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
に
は
、
宮
崎
森
林
管
理
署
と
苗
木

生
産
者
で
、
ス
ギ
中
苗
の
安
定
的
な
確
保
を
目
的

と
し
て
、
苗
木
の
需
給
に
関
す
る
３
ヵ
年
の
相
互

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

中
苗
生
産
は
、
一
般
的
な
苗
よ
り
も
生
産
に
期

間
を
要
す
る
な
ど
一
定
の
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す

が
、
需
給
協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
で
安
定
し
て

引
き
受
け
て
い
く
こ
と
で
、
生
産
体
制
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

九
州
は
、
苗
木
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
、
ス
ギ

の
挿
し
木
に
よ
る
苗
木
生
産
技
術
が
進
歩
し
て
い

る
地
域
で
す
。
苗
木
生
産
者
に
意
欲
を
持
っ
て
生

産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
九
州

森
林
管
理
局
で
は
引
き
続
き
、
国
有
林
を
活
用
し

た
採
取
源
の
確
保
や
、
協
定
の
締
結
な
ど
を
通
じ

て
、
安
定
的
な
需
給
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

熊本県人
ひと

吉
よし

市　西
にし

浦
うら

国有林
(熊本南部森林管理署管内)

低コスト造林実証団地内でスギ特定苗木
の指定採取源として登録された区域

低コスト造林実証団地の詳細
林野（2019.12_No.153）

※２　穂木
九州ではスギ苗木を、種から育てるのではなく、30㎝程度に
切り取った穂木を培地に挿して、育ててから出荷。

※３　母樹
穂木を採取することを目的として、幹を切断して、
樹高２ｍ程度に整えた樹木。

熊本県熊本市　九州森林管理局　「スギ特定苗木の安定需給協定」締結式

左：通常のスギコンテナ苗(苗長50cm)
右：中苗のスギコンテナ苗(苗長90cm)
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

し
さ
と
喜
び
が
重
な
り
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

地
方
の
活
動
で
見
え
て
き
た

地
域
な
ら
で
は
の
特
色

地
方
で
の
活
動
で
は
、
そ
の
土
地
の
方
々
が
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
毎
回
の
お
仕
事
が

楽
し
み
に
な
り
、
心
か
ら
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に
異
な
る
自
然
の

特
色
を
活
か
し
た
取
組
や
、
木
材
を
ど
の
よ
う
に

有
効
活
用
し
て
地
域
の
発
展
や
復
興
に
つ
な
げ
る

か
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
地

域
ご
と
の
工
夫
の
違
い
を
学
ぶ
の
は
と
て
も
面
白

く
、
新
鮮
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
森
林
の
大
切
さ
を
伝
え
る
方
法
も
地
域
ご
と
に

工
夫
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ら
で
は

の
特
色
や
文
化
と
自
然
と
の
関
わ
り
の
多
様
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
場
か
ら
学
ん
だ
林
業
の
奥

深
さ

長
野
県
出
身
で
あ
る
私
は
、
森
林
や
林
業
に
つ

い
て
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
し

か
し
、
林
業
現
場
を
視
察
し
、
働
く
方
々
の
話
を

聞
く
こ
と
で
、
そ
の
奥
深
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。
林
業
は
単
に
木
を
育
て
て
伐
採
す
る
仕
事
で

は
な
く
、
多
様
な
生
物
と
の
共
生
や
地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
資
源
利
用
な
ど
の
多

く
の
課
題
と
向
き
合
う
職
業
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
課
題
を
乗
り
越
え
た
先
に
感
じ
ら
れ
る
や
り

が
い
や
達
成
感
、
自
然
の
恵
み
に
触
れ
な
が
ら
働

木
の
温
も
り
が
伝
わ
る
ウ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン

ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
と
し
て
の
1
年
間
の

活
動
も
終
盤
に
な
り
、
改
め
て
こ
の
経
験
の
濃
密

さ
と
貴
重
さ
を
心
か
ら
実
感
し
て
い
ま
す
。
12
月

10
日
に
は
東
京
国
際
展
示
場
で
行
わ
れ
た
「
ウ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
25

」
表
彰
式
に
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が

多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
、
木
と
い
う
身
近
な
素
材

の
可
能
性
と
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
楽
し
さ
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
か
ら
、

作
り
手
の
思
い
や
創
造
力
、
そ
し
て
木
の
温
も
り

が
伝
わ
り
、
暮
ら
し
に
木
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

連
載
最
終
回
を
迎
え
て

情
報
誌「
林
野
」の
連
載
も
今
回
で
最
終
回
と
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
森
林
の
大
切
さ
や
木
の
文

化
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
様
々
な
地
域
の
様
々
な

現
場
に
行
き
、
森
林
や
木
材
に
関
す
る
取
組
や
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

キ
ノ
ハ
ナ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ

イ
ス
タ
ー
の
活
動
を
通
じ
て

6
月
に
取
得
し
た
「
キ
ノ
ハ
ナ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
も
、
こ
の
1
年
間
で
大

い
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
木
の
感
触
や
香
り
を
五
感
で
確
か
め

な
が
ら
、「
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
る
」「
木
の
い
い
匂
い

が
す
る
」
と
楽
し
そ
う
に
キ
ノ
ハ
ナ
を
作
る
姿
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
表
れ
る
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
束
を
完
成
さ
せ
、
笑
顔
で
持
ち
帰
る
姿

を
見
る
た
び
、
木
と
触
れ
合
う
喜
び
や
木
づ
か
い

の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
と
共
有
で
き
た
こ
と

に
、
心
か
ら
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
が
か

つ
て
緑
の
少
年
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
全
国
の
緑
の
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
れ
た
こ
と
は
、
懐
か
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公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

く
喜
び
の
大
き
さ
を
知
り
、
林
業
の
価
値
や
意
義

を
深
く
理
解
し
ま
し
た
。
1
年
間
を
通
し
て
、
森

林
を
守
り
育
て
る
方
々
の
情
熱
や
誇
り
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
日
本
の
森
林
の
美
し
さ
や
大
切
さ

を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。学

び
の
多
い
1
年
に
な
り
ま

し
た

こ
の
1
年
間
で
学
ん
だ
最
も
大
き
な
こ
と
の
一

つ
は
、
自
然
や
木
と
の
関
わ
り
が
単
な
る
体
験
と

し
て
の
楽
し
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
来
の
地
球
や

環
境
を
守
る
大
切
な
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
森
林
を
循
環
さ
せ
、
資
源
や
環
境
を
次
の
世

代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
関
わ
り
や
工
夫
が
、
森
林

の
未
来
を
守
る
一
歩
に
つ
な
が
る
の
だ
と
学
び
ま

し
た
。
み
ど
り
の
大
使
と
し
て
、
人
前
で
話
す
こ

と
や
地
域
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
、
環
境
や
自
然

に
つ
い
て
学
び
、
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
視
野
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
が
終
わ
っ
て
も
、
自
然
と
の
関
わ
り
や
木
に

触
れ
る
楽
し
さ
、
そ
し
て
日
本
の
美
し
い
森
林
や

林
業
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
意
識
は
、
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

み
ど
り
の
大
使
の
経
験
を
活

か
し
て

私
は
こ
れ
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
み
ど
り
の
大
使
の
活
動
で
得
た
経
験

は
、
人
に
伝
え
る
力
や
、
物
事
の
背
景
を
理
解
し

て
発
信
す
る
力
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
知
識
の
習
得
と
実
践

を
目
指
し
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
木
や
自
然
、
人
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
視
野
を
広
げ
、
多
く
の
人
に
正
確

で
心
に
響
く
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
。
大
使
と
し
て
過
ご
し
た
こ

の
1
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
宝
物
に
な
り

ま
し
た
。
キ
ノ
ハ
ナ
作
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
地
方
で
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
林
業
現
場
で
の
学

び
の
す
べ
て
が
、
私
の
中
で
経
験
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
挑
戦
を
支
え
て
く
れ
る
大
切
な
糧
に
な
り

ま
し
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
や
自
然
の
中
で
得
た
学

び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
挑
戦
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和７年

受賞者
紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は
団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

　同校は、「花いっぱいで笑顔いっぱいの上三宮」をスローガンとして、公共施設への花苗提供や花壇整備を通じた地
域貢献活動に取り組んでいます。
　児童が種から育てた花苗を地域に届けるほか、図工での花びら活用や校内の落ち葉を活用した堆肥づくりなど、自
然に触れる活動を通して児童の植物を大切にする心が育まれています。これらの活動は全校一丸となって行われ、学
年を越えた交流や、児童一人一人の緑化意識の醸成に貢献しています。また、地域の道路沿線での花壇整
備活動は、児童と地域住民が協力して行っており、地域の交流促進にもつながっています。

　日置氏は、鳥取大学教授としての豊富な専門知識と経験を基に、鳥取県及び岡山県を中心に自然環境の保全・再生
や生物多様性向上を目的とした調査・研究活動等を実施し、地域の緑化推進に取り組んでいます。
　その成果は、大

だい
山
せん

蒜
ひる

山
ぜん

地域などの草原・湿原の再生計画に活用され、また、同氏は「蒜
ひる

山
ぜん

自然再生協議会」の会長と
して、市民参加型の再生計画の実践手法を確立し、各地で展開しています。さらに、他団体が実施する自然再生プロ
ジェクトへの協力や野外活動での指導を通じた人材育成も積極的に実施しており、地域の緑化活動のみな
らず緑化意識の醸成や人材育成にも貢献しています。

喜多方市立上
かみ
三
さん
宮
みや
小学校（福島県喜多方市）

日
ひ
置
おき
佳
よし
之
ゆき
氏（鳥取県鳥取市）

児童の皆さん 公共施設への花苗提供 地域住民との花壇整備活動

蒜
ひる

山
ぜん

自然再生プロジェクト参加者の皆さん 湿原再生のための整備活動 参加者の交流

※活動ウェブページ　https://kitakata.fcs.ed.jp/kamisanmiya-es/

※活動ウェブページ（蒜山自然再生協議会）　https://i-maniwa.com/area/nature_res_2022/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html
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